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雲南消防本部・雲南消防署・奥出雲消防署・飯南消防署組織表 雲南消防本部・雲南消防署・奥出雲消防署・飯南消防署組織表 
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令
和
３
年
４
月
６
日
、
島
根
県
消
防
学
校
（
松

江
市
乃
木
福
富
町
）
に
お
い
て
令
和
３
年
度 

島
根

県
消
防
長
会 

消
防
職
員
意
見
発
表
会
が
開
催
さ
れ
、

雲
南
消
防
本
部
か
ら
尾
長
谷
尚
也
消
防
副
士
長
が

出
場
し
ま
し
た
。

　

尾
長
谷
副
士
長
は
「
塵
も
積
も
れ
ば
」
と
題
し
、

コ
ロ
ナ
禍
を
ヒ
ン
ト
に
、
災
害
現
場
で
の
消
防
職

員
の
有
害
物
質
の
吸
引
等
健
康
管
理
の
観
点
か
ら

マ
ス
ク
着
用
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
化
を
提
言
し
ま
し

た
。

令和３年度 消防職員意見発表会 島根県予選会令和３年度 消防職員意見発表会 島根県予選会

島根県予選会での発表の様子

　４月１日付けで雲南消防本部に３名の職員が採用となりました。島根県消防学校に

おいて約８か月間、消防職員として必要な知識、技能を習得し、所属で勤務します。

生まれ育ったこの町に恩返
しする気持ちを常に持ち、
市民の安心・安全を守れる
よう努力していきます。
消防職員としての自覚と責
任を持ち、日々精進して参
ります。

消防学校で、しっかりと基
礎を身に付け、女性消防
職員として地域の方に信頼
されるように頑張っていき
ます。よろしくお願いしま
す。

一日でも早く地域の人々の
生命や財産を守れる消防
職員になれるよう、まずは
消防学校で学習や訓練に
しっかりと取り組んでいき
ます。

山
やまもと

本　皓
こう

志
し

新
に っ た

田　真
ま こ

子 石
いしはら

原　秀
しゅうま

真

新 規 採 用 職 紹員 介

4

雲
南
消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ



熱中症をしっかり予防し、熱中症をしっかり予防し、
楽しい夏を過ごしましょう。楽しい夏を過ごしましょう。

　温度や湿度が高い中で、体内の水分や塩分（ナトリウムなど）のバランスが崩れ、体
温の調節機能が働かなくなり、体温上昇、めまい、体のだるさ、ひどいときには、けい
れんや意識の異常など、様々な障害をおこす症状のことです。

　家の中でじっとしていても室温や湿度が高いと、体から熱が逃げにくく熱中症になる
場合がありますので、注意が必要です。

熱中症とは

予防
方法

重症度

軽 症

重 症

症　　状

・めまい
・立ちくらみ
・こむら返り
・手足のしびれ

・涼しい場所へ移動
・安静
・冷やした水分、塩分補給

・症状が改善すれば受診の
必要なし

・頭痛
・吐き気・吐いた
・体がだるい
・集中力や判断力の低下

・涼しい場所へ移動
・安静
・衣類をゆるめ体を冷やす
・十分な水分と塩分の補給

・口から飲めない場合や、
症状の改善が見られない
場合は、受診が必要

・意識障害（受答えや会話
がおかしい）

・けいれん
・運動障害（普段通りに歩

けないなど）
・体が熱い

・涼しい場所へ移動
・安静
・衣類をゆるめ保冷剤など

で冷やす

・急 い で
　救急車を
　要　　請

対　　処 医療機関への受診

熱中症の分類と対処方法
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大雨に備えて　　　を！
　梅雨時期は雨が継続的に降り、大雨による災害が発生する恐れがあります。土砂災害
への対策を確認しておきましょう。

土砂災害の種類と前兆

災害への備えと避難時の注意事項

対 策

● 雨が降り続いているのに、川の
　水位が下がる。
● 川の水がにごり、流木がまざる。

あらかじめ安全な避難場所と
避難経路を把握しましょう。

テレビ、ラジオなどの情報を
活用して、早めに避難しましょ
う。

避難にあたっての携行品は必
要最小限にとどめましょう。

（貴重品、懐中電灯、食料、水、
衣類、ラジオ、医薬品等）

● がけから出る水がにごる。
● がけに亀裂が入る。
● 小石が落ちてくる。

● 斜面にひび割れができる。
● 斜面から水が吹き出る。
● 地鳴りが聞こえる。

土石流

がけ崩れ

地滑り

⃝梅雨時期は特に湿度が高くなりますので、コンセント周りを掃除し、
プラグを奥までしっかり差し込みましょう。

⃝長期間使用しない時は、コンセントプラグを抜きましょう。

⃝トラッキング防止器具を活用しましょう。 トラッキング防止器具

トラッキング
現象防止の

ポイント

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
と
は

　冷蔵庫やテレビ、洗濯機等のよう
に、１年中差し込んだままのコンセ
ントにはホコリやゴミ等がたまりま
す。湿気が多いと、ホコリやゴミが
水分を含み通電しやすくなり、ショー
トしてトラッキング現象を引き起こ
し、火災の原因となることがあります。

コンセントとプラグの間に
ホコリがたまり、たまった
ホコリに湿気が付着。

付 着 し た ホ コ リ と 湿 気 に
よって、プラグの両極間で
火花放電が繰り返し発生。
プラグの両極間の絶縁状態
が徐々に悪くなる。

絶縁状態が悪くなり、電気
が流れることにより生じた
抵抗で発熱し、ついに発火。

（トラッキング現象）

梅雨時期における火災予防
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詳しくは、雲南広域連合ホームページをご確認ください。

雲 南 広 域 連 合 企 画 課
電話 (0854)47-7341　FAX(0854)47-7344　メール　unnankouiki@unnan.jp

　雲南地域において、複数の市町にわたる広域的な交流、まちづくりの推進、人材育成

等の活動を行う団体へ活動費用の一部を助成します。

問 合 せ 先

広域的な交流・まちづくり・
人材育成等への活動助成金

創設

①雲南地域（雲南市・奥出雲町・飯南町）に活動の拠点がある団体

②民間または民間と行政により構成された団体

助成対象者　※次のいずれにも該当すること。１

助成対象経費の１／２（上限２０万円）
助成金の額３

令和３年５月６日（木）～６月３０日（水）
募集期間４

（１）雲南地域の複数の市町にわたる広域的事業（①～⑤のいずれか）

　①交流

　②まちづくりの推進

　③人材育成

　④芸術・文化の振興

　⑤産業振興

（２）団体が自ら主催する事業

（３）営利を目的としない事業

助成対象事業２
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　介護サービスを利用する際の１か月の利用者負担限度額が、令和３年８月から医療保険の高額療養費制度
における負担限度額に合わせて変更され、「現役並み所得者」の方の区分が細分化され、新たな限度額が設
定されます。
　これら１か月に支払った利用者負担合計額が限度額を超えたときは、超えた分が高額介護（予防）サービ
ス費として支給されます。

令和３年７月利用分まで 自己負担限度額
（月額） 令和３年８月利用分より 自己負担限度額

（月額）

現役並み所得相当
（年収約３８３万円以上） ４４，４００円

年収：約１，１６０万円以上 １４０，１００円
年収：約１，１６０万円未満

約　　７７０万円以上 ９３，０００円

年収：約　　７７０万円未満
約　　３８３万円以上

４４，４００円
（変更なし）

（１）令和２年中の「前年の合計所得金額 + 年金収入額」が 80 万円を超える方の「利用者負担段
階」について

　施設入所者に対する食費居住費の助成について、「本人と配偶者、その他同一世帯員が市民税非課税」で、
かつ 『前年中の「合計所得金額 + 年金収入額（非課税年金を含む）」が 80 万円を超える方』 について、こ
れまで「第３段階」に区分されていましたが、新しく「第３段階①」、「第３段階②」に区分が変更となり
ます。

80 万円超 120 万円以下の方 （新）第３段階①
120 万円超の方 （新）第３段階②

入所サービスを利用したときの食費・居住費の見直し（令和３年８月から）

※令和３年度（有効期限が令和３年８月１日から令和４年７月31日まで）の負担限度額認定については、令和２年中の
収入及び所得をもとに審査します。

介護保険課からの
お知らせ

利用者負担上限額の見直しについて（令和３年８月から）

（２）自己負担上限額
　短期入所（ショートステイ）の食費居住費の助成について、施設入所者と同様に第３段階を２つの段階
に区分し、「第３段階②」については、変更となります。
　また食費が給付外となっている通所介護（デイサービス）との均衡等の観点から、「第３段階①」及び「第
２段階」についても、変更となります。

利用者負担段階
利用者負担上限（日額）

従来型個室 多床室 ユニット型
個室

ユニット型
個室的多床室 食　費

第２段階 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
【６００円】
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（新）第３段階① 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
【１，０００円】

（新）第３段階② １，３１０円
（８２０円） ３７０円 １，３１０円 １，３１０円 １，３６０円

【１，３００円】

（　　　）内の金額は、介護老人福祉施設に入所した場合または短期入所生活介護を利用した場合の額です。
【　　　】内の金額は、短期入所生活介護または短期入所療養介護を利用した場合の額です。

（３）預貯金等の資産要件について
　食費居住費の助成の要件となる預貯金等の基準について、所得段階に応じて設定することとし、「第２
段階」と、新しい「第３段階①」、「第３段階②」の方について基準が変更となります。

利用者負担段階 （新）預貯金等の資産要件
第１段階 単身：１，０００万円以下 夫婦：２，０００万円以下
第２段階 単身：　　６５０万円以下 夫婦：１，６５０万円以下

（新）第３段階① 単身：　　５５０万円以下 夫婦：１，５５０万円以下
（新）第３段階② 単身：　　５００万円以下 夫婦：１，５００万円以下

　新型コロナウイルス感染症の影響により収入の減少が見込まれ、以下の基準に該当する場合は、申請によ
り 65 歳以上の方の介護保険料の全部または一部を減免します。詳しくは雲南広域連合介護保険課までご相
談ください。

１．新型コロナウイルス感染症により、主たる生計維持者が死亡または重篤な傷病を負った場合 
２．新型コロナウイルス感染症の影響により、主たる生計維持者の給与収入、事業収入、不動産収入、山

林収入（以下「事業収入等」）の減少が見込まれ、次の ( ア )、( イ ) どちらにも該当する場合
（ア）事業収入等のいずれかの減少額が前年の当該事業収入の３割以上であること
（イ）減少することが見込まれる事業収入等に係る所得以外の前年の所得の合計額が 400 万円以下

であること

【問合せ】介護保険課 資格認定係　TEL：０８５４－４７－７３４２

　介護支援専門員は介護保険制度で居宅介護支援等を行う専門職種です。
　この試験の合格者は所定の実務研修を受講することで介護支援専門員として従事することができます。

⃝試　験　日　　令和３年10月10日（日）
⃝会　　　場　　島根県民会館、島根県職員会館（松江市）
　　　　　　　　いわみーる、島根県浜田合同庁舎（浜田市）
⃝受 験 資 格　　保健・医療・福祉分野で原則５年以上の実務経験を有する方
⃝受験手数料　　8,640円
⃝申 込 期 間　　令和３年６月17日（木）から令和３年７月16日（金）まで（当日消印有効）
⃝要　　　項　　令和３年６月17日（木）から県庁高齢者福祉課、各保健所、各市役所・町村役場で配布
⃝問 合 せ 先　　県庁高齢者福祉課（〒690-8501　松江市殿町１番地）TEL：０８５２－２２－５２０４

新型コロナウイルス感染症の影響による介護保険料の減免

令和３年度 介護支援専門員実務研修受講試験の実施

※第２号被保険者の方は、利用者負担段階に関わらず、預貯金等の資産が単身：1,000万円以下、夫婦：2,000万円以下
となります。
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うんなん観光ネットワーク協議会
からのお知らせ

　今年の４月から島根県内全ての
ケーブルテレビ局で「美肌県島根
へ行こう！ in 奥出雲エリア」を放
送しています。この番組は、うん
なん観光ネットワーク協議会で企
画し、雲南市・飯南町事務組合、
奥出雲町情報通信協会と共同で制
作しているもので、雲南地域の四
季折々の観光情報やおみやげもの
情報などを紹介しています。放送はおおむね２か月ごとの年６回です。
島根県内での放送に加え、島根県ケーブルテレビ協議会と宮城県及び
静岡県のケーブルテレビ協議会が相互連携協定を締結していることか
ら両県内でも放送され、３県で約 80万世帯に配信されます。ぜひご
覧ください。（各ケーブルテレビ局での放送時間は、各局の放送番組表
をご確認ください。）

CATV 番組「美肌県島根へ行こう！in 奥出雲エリア」

放送スタート

うんなんエリアの情報、発信中！
　うんなん観光ネットワーク協議会では、下記のとおり SNS やウェブマガジンを通じて、雲南地域の情
報を発信しています。中でもインスタグラムのフォロワー数は 6,000 人を超え、全国各地に情報を届け
ています。この他、フェイスブックやツイッター、LINE、Youtube チャンネルでも旬の情報を発信して
います。地元へのおでかけに、ぜひご活用ください。

インスタグラム
「unnan_area」

Youtube チャンネル
「うんなんエリア観光情報」

ウェブマガジン「日刊ラズダ」

フェイスブック
「雲南広域連合」

ツイッター
「うんなんエリア観光情報」

LINE 公式アカウント
「雲南広域連合」
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ラメールマスターズプロジェクト 2021　６月開講！！

【問合せ】　雲南市加茂文化ホール　ラメール
　　　　　雲南市加茂町宇治303　TEL（0854）49-8500

　ラメールでは、この春から、「ラメールマスターズプロジェクト」として、小学生から大人までを対象
とした管弦打楽器の総合プログラムが始まります。ラメールを会場に、プロの講師から基礎～専門的なレッ
スンを受けることができます。部活動や、自分の演奏スキルアップに！学びたいあなたを応援します！

〈中学生のための 管打楽器グループレッスン〉
レッスン回数：月２回
受講料：1,000 円／回、会場使用料 400 円／月　※半年ごとに一括前納（年２回）
⃝フルート　　　　中１クラス（６名）・中２～中３クラス（６名）
⃝クラリネット　　中１クラス（６名）・中２～中３クラス（６名）
⃝サクソフォン　　中１クラス（６名）・中２～中３クラス（６名）
⃝トランペット　　中１クラス（６名）・中２～中３クラス（６名）
⃝ホルン　　　　　中１～中３クラス（８名）　　⃝トロンボーン　中１～中３クラス（８名）
⃝ユーフォニアム　中１～中３クラス（８名）　　⃝テューバ　　　中１～中３クラス（８名）
⃝パーカッション　中１～中３クラス（８名）

〈弦楽合奏グループレッスン〉
レッスン回数：月 2 回
受講料：クラスによって異なります。お問い合わせください。
会場使用料 400 円／月　※半年ごとに一括前納（年２回）
⃝カイザークラス（初級）　　経験年数：約１年　　⃝ローデクラス（中級）　２～３年
⃝パガニーニクラス（上級）　４年以上　　　　　　⃝イザイクラス（一般）　一般愛好家

このほか、ヴァイオリンとエレキギターのレッスンもあります。詳しくはお問い合わせください♪

出演

日程

会場

山形 由美（フルート）、榎本　潤（ピアノ）

10月９日土

雲南市加茂文化ホールラメール　大ホール

熱響UNNAN+2021みんなでかなでるハーモニー　

Photo 岡本卓也

雲南市内を案内する地域ガイド（右）

英
語
で

雲
南
地
域
を

案
内
中
！
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Let's Go♪

ちょっと寄り道

　コロナ禍の今だからこそ、地域の魅力を改めて見つめ直してみませ
んか。いつもは通り過ぎてしまうあんな場所、こんな場所に、ちょっ
とだけ寄り道して、旅気分を味わってみてはいかがでしょうか。

　永井隆博士は、雲南市三刀屋町で
幼少期を過ごした医学博士、随筆家
です。1908 年に松江市に生まれ、医
師だった父の医院開業のため、飯石
郡飯石村（現・雲南市三刀屋町）に
移り住みました。飯石小学校を卒業
後、島根県立松江中学校、松江高等
学校と進み、1928 年に旧制長崎医科
大学に入学。大学卒業後は助手とし
て放射線物理療法の研究に取り組み、
1933 年に「尿石の微細構造」で医学
博士号を授与されます。一方、満州
事変に出征した際、慰問袋の中にあっ
たカトリックの教えを説いた「公教
要理」を読んだ博士は感銘を受け、
帰還後に洗礼を受けます。その後、
敬虔なカトリック教徒として無料の
診断や奉仕活動に勤しみます。
　第二次世界大戦中、検診用のフィ

ルム不足のために結核のＸ線検診を
透視による診断で行ったため、1945
年６月に被ばくによる白血病と診断
され、余命３年の宣告を受けます。
同年８月９日に長崎市に原子爆弾が
投下されると、爆心地から 700m ほ
どの距離にある長崎医大の診察室で
被ばく。重傷を負いながらも、布を
頭に巻いただけで救護活動にあたら
れたという逸話は有名です。その後、
何度かの昏睡状態に陥りながらも救
護活動を続けましたが、1946 年７月
に長崎駅近くで倒れ、その後は病床
に伏すこととなります。
　自らの命をも顧みず「如己愛人（己
の如く隣人を愛せよ）」「平和を」の
精神に徹し、最後まで医師としての
使命を果たした博士のために、長崎
市の人たちやカトリック教会の協力

によって、療養のための建物「如己堂」
が長崎市に築造されました。
　博士は如己堂で亡くなる間際まで
執筆活動を行い、わずか二畳の部屋
で「ロザリオの鎖」や「長崎の鐘」
など多くの作品を発表しました。ま
た、半紙 1,000 枚に「平和を」の文
字を記して世界中の人々に送り続け
たことや、長崎市内の名所に 1,000
本の桜を贈って平和を強く訴えられ
たことは、多くの人々の励みになり
ました。療養中にはヘレン・ケラー
やローマ教皇特使をはじめ世界各国
から見舞を受け、博士の偉業を称え
る人は絶えず、1949 年 12 月には長
崎市初めての名誉市民の称号を受け
られました。そして 1951 年、多くの
人に見守られて 43 歳の若さで亡くな
りました。

永井隆記念館リニューアルオープン雲南市

　雲南市永井隆記念館は、永井博士の偉業を顕彰し、その崇高な人
間性を雲南市の教育文化に活かすことを目的に、昭和 45 年、故郷
の三刀屋町に建設されました。しかし、建設から 50 年近くが経過し、
施設も著しく老朽化したため、平成 30 年度から整備工事が始まり、
本年 4 月 20 日（火）にリニューアルオープンしました。博士の紹
介映像や作品が展示されているほか、１万 3 千冊のさまざまな書籍
を所蔵した図書室や会議などに使える多目的室も備えています。国
道 54 号から見える記念館の象徴「平和の鐘」モニュメントが目印
です。

　三刀屋町の和菓子屋「しっぽもひと役本舗天
て ん ま や

満屋」
の銘菓として知られる小倉最中「しっぽもひと役」。
永井博士が病床で描かれた「しっぽもひと役」の文
字とこぶたのかわいらしいイラストが包装紙に印刷
されています。包装紙をはがすと再び現れるこぶた
の形をした最中が愛らしいこと！厳選した素材を用
いて、手作りにこだわった味で長年愛されています。

問合せ：雲南市永井隆記念館
　　　　雲南市三刀屋町三刀屋199　電話（0854）45-2239

問合せ：しっぽもひと役本舗 天満屋
　　　　雲南市三刀屋町三刀屋315
　　　　電話（0854）45-2117
　　　　メール　anko@tenmaya.com

― 雲南市永井隆記念館 ―― 銘菓「しっぽもひと役」 ―

再発見!!雲南地域の魅力、雲南地域の魅力、
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　奥出雲町と鳥取県日南町の県境に

位置し、比婆道後帝釈国定公園の中

にある「船
せんつうざん

通山」は、日本書紀に「鳥

上の峰」、出雲国風土記に「鳥上山」

として登場します。斐伊川の源流と

しても知られ、山頂付近にはカタク

リの花の群生やブナ林などの自然が

残り、多くの人が四季を通じて登山

やハイキングを楽しんでいます。

　船通山は、スサノオノミコトのヤ

マタノオロチ退治の舞台となった場

所として知られています。伝承によ

ると、船通山の 8 合目あたりには落

差約 15 メートルの ‘ 鳥上滝 ’ があり、

その昔、そこには非常に大きな滝つ

ぼがあり、ヤマタノオロチが住んで

いたそうです。オロチは滝つぼから

上がっては毎年娘をさらっていきま

した。そこへスサノオノミコトが船

に乗り、船通山と隣り合う ‘家
か な い

内住
ずみやま

山’

の間の峠を越えてやってきたと伝え

られています。

　他にも奥出雲町内には、スサノオ

がヤマタノオロチを退治するときに

毒酒を醸した石かめがあったので「か

め石谷」、酒に酔って苦しんだオロチ

が水を求めて谷に下り、岩を枕にし

て酔い伏せたので「岩
いわふせ

伏」、苦しみ

弱ったオロチが逃げ込んだ谷にスサ

ノオノミコトが容赦せず追ってきた

ので「追
おい

谷
だに

」など、ヤマタノオロチ

退治神話にまつわる地名が多く残さ

れています。

　1923 年、山頂には、ヤマタノオロ

チの尾から出てきた三種の神器の一

つ “ 天
あめの

叢
むら

雲
くもの

剣
つるぎ

” を記念して「天叢雲

剣出顕之地」の碑が建立され、毎年

7 月 28 日には船通山記念碑祭・宣
せん

揚
よう

祭
さい

が開催されています。

　登山道は、鳥上滝のある ‘ 鳥上滝

コース ’ と、ブナ林の横手道をゆっ

くり散策できる ‘ 亀石コース ‘ があり

ます。登山口から山頂までは１時間

半ほどを要します。山頂付近のカタ

クリの花の見ごろは、毎年４月下旬

から５月上旬です。詳しくは、奥出

雲町観光協会にお問合せください。

問合せ：奥出雲町観光協会
　　　　奥出雲町三成 641-22

　　　　電話（0854）54-2260

出雲神話の舞台　船通山奥出雲町

　船通山のふもとに湧く斐乃上温泉は、佐賀県の嬉
うれしの

野

温泉、栃木県の喜
き つ れ が わ

連川温泉とともに「日本三大美肌の

湯」に選ばれています。アルカリ性単純温泉で、癖の

ない、肌にやさしい湯として人気があります。斐乃上

温泉には「斐乃上荘」と「かたくりの里　民宿たなべ」

の２つの温泉施設があります。いずれも日帰り入浴が

でき、宿泊も可能です。

問合せ：斐乃上荘
　　　　奥出雲町竹崎1843-2　電話（0854）52-0234

　　　　かたくりの里　民宿たなべ
　　　　奥出雲町竹崎1844　電話（0854）52-0930

― 斐
ひ の か み

乃上温泉 ―

宣揚祭での「剣の舞」
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　飯南町には、赤
あか

穴
な

瀬
せ と

戸山
やまじょう

城と賀
か

田
だ

城
じょう

の２つの山城跡があり、昨今の ‘ 山

城ブーム ’ も後押しして、注目を浴び

るスポットになっています。

　赤穴瀬戸山城は、備後、石見、出

雲の三国を結ぶ銀山街道や出雲街道

な ど が 離 合 衆 参 す る 街 道 の 要 衝 に

あったため、戦国時代には尼子氏と、

大内氏・毛利氏の戦場となり、度々

戦火に巻き込まれました。江戸時代

になると、隣国と街道を監視する堀

尾氏の支城として松田左
さ こ ん

近が派遣さ

れ、左近によって城の石垣化と城下

町の整備が行われました。今の飯南

町赤名の町並みは、このころの城下

町の整備によるものです。左近は、

それまで城の北方およそ２km の場所

にあった市街地を現在の赤名小学校

付近に移転させ、城下町として整備

しました。現在も残るクランク状の

街道や、役割ごとに町を貫く３本の

通り、城の谷筋に配置された６つの

寺院などは当時の様子を知るための

貴重な景観です。

　瀬戸山城の登山道は地元の皆さん

を中心に手入れされ、赤名小学校裏

の登山口からおよそ 30 分の登山を楽

しむことができます。主郭からは赤

名の町並みが一望でき、石垣や虎
こ ぐ ち

口

（城郭の出入り口）、土塁（盛り土に

よる防壁）など、城の構造も見るこ

とができます。

　賀田城は、飯南町下来島にある通

称「松本山」に築かれた山城です。

築城に関わった人物や年代は不明で

すが、後に赤穴瀬戸山城の支城のよ

うな役割を果たしていたのではない

かといわれています。中でも、烏
からすだ

田

権
ご ん べ え

兵衛と森
もり

田
た

左
さ

衛
え も ん

門の赤穴氏への忠

義にまつわる逸話がよく知られてい

ます。瀬戸山城主・赤
あか

穴
な

盛
もり

清
きよ

の家臣

であった烏田と森田は、尼子征伐の

軍を起こした毛利元就の軍勢到来を

前に開かれた軍議で徹底抗戦を主張

します。両名は、赤穴氏が代々尼子

氏に仕えた家であるため、尼子方と

して忠義の戦いを貫くべきと主張し

たのです。毛利軍への降伏を決めた

城主に対し、忠義の戦いを貫こうと

する烏田・森田は、瀬戸山城を出て

賀田城などに陣取り、毛利方の進軍

を妨害。毛利元就が、この二人を鎮

めようとしない城主の盛清を問いた

だしたところ、盛清は “ 烏田・森田

いわく、たとえ主君は忠義を捨て給

うとも、我々は武門の道に生き、赤

穴氏の名を後世にとどめる所存と、

私を励まし候。忠義一途の両人を討

つこと無道と心得、討伐を差し控え

候 ” と答え、毛利元就はこの主従関

係をほめたたえるとともに、このよ

うな武士が自分の味方に加わってく

れたらどんなに頼もしいだろうと近

い家臣に語ったとされています。

　賀田城の本丸跡へはおよそ 30 分

の登山を楽しめます。山頂付近には、

当時の堀切（防御のための土木建築

物）や土塁などが良好な状態で残さ

れています。本丸の東側からは、琴

引山や大万木山、少し遠くに赤穴瀬

戸山城を望むことができます。

　なお、赤穴瀬戸山城の御城印は道

の駅赤来高原で、賀田城の御城印は

加田の湯で販売されています。

飯南町

　国道 54 号沿いの道の駅赤来高原には、観光協会のスタッ

フが常駐し、観光案内に応じてくれます。また、飯南町産

のりんごジュースやしめ縄など、地元のお土産も充実して

います。中でも、一番人気は「いいなんキッチン　ミエル」

のパン。国産小麦と天然酵母でつくられた自家製パンは、

定番の食パンの他にも季節ごとの地元の果物や野菜を使っ

たパンなど種類が豊富で、遠方から買い求めに来る人もい

るほどです。

問合せ：道の駅 赤来高原
　　　　飯南町下赤名880-3　電話（0854）76-2007

　 ― 道の駅 赤来高原 ―

三国を結ぶ要衝　飯南町の山城

赤穴瀬戸山城
（※上の写真は松江武者応援隊を招いた撮影会の写真）

賀田城からの眺め
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①【島根県民対象】木次線乗車を伴う移動に要
する経費補助

⑤【沿線住民対象】ＪＲ木次線利用促進イベン
ト経費支援

③【幼保園、小・中・高校対象】遠足等の利用助成

②定期利用モニター調査への協力者に対する
定期券代等補助

④【沿線住民対象】ＪＲ木次線の団体利用助成

　5名以上（幼保園、小・中・高校が利用する場合は人
数制限なし）がＪＲ木次線乗車を含む旅行等の移動をし
た場合のＪＲ運賃（特急料金・指定料金含む）及び貸切
バスなどの運賃に対して 1/2（上限 10万円）補助します。

　団体が行うＪＲ木次線の利用促進を図るためのイベン
トや、地域イベントとコラボすることで木次線利用者の
増加が見込まれるものに対し、必要な経費の一部を助成
します。助成額は１申請につき上限 50,000 円。

　遠足や学校行事等でＪＲ木次線を利用する沿線市町の
幼保園、小・中・高等学校の児童生徒及び先生に対し、
ＪＲ運賃（木次線の区間のみ。奥出雲おろち号の指定席
料金は除く）を全額助成します。

　ＪＲ木次線に乗車して通勤・通院される方などを対象
にモニターを募集します。モニター開始前と後でアン
ケート調査にご協力いただくことを条件に、モニター期
間中の１カ月定期券代又は普通回数乗車券代（有効期間
３か月）を助成します。また、通勤定期利用者には最寄
り駅の駐車場借上げ料（１カ月分 /上限 3千円）も助成
します。

　10 名以上の団体がＪＲ木次線の普通列車を利用して
行う企画列車や団体旅行、研修利用等に対し、購入金額
の 1/2 以内、1人につき片道あたり 500円以内、他の助
成や割引制度との併用不可を条件に交付します。助成額
は１申請につき上限 50,000 円。

　木次線沿線 4 市町でつくる木次線利活用推進協議会では、木次線を利用した移動や、定期利用モ
ニターアンケートへのご協力、団体が行う利用促進イベントなどに対して経費の一部を助成します。
※予算に限りがありますので、お早めに相談ください。

事務局：雲南市政策企画部うんなん暮らし推進課内
　　　　〒699-1392　雲南市木次町里方521-1
　　　　電話：0854-40-1014
　　　　Mail：kisuki-line@city.unnan.shimane.jp
　　　　HP：http://kisuki-line.jp/

のんびり旅をしてみませんか？

木次線利活用推進協議会
（松江市、雲南市、奥出雲町、庄原市）

もっとつながる木次線 検索

ご利用ください！
ＪＲ木次線の利用に対する助成制度

詳しくは、事務局へお問い合わせください。
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 小村 　淳 さん 
奥出雲町　船通山山頂太陽の光を受けて、目いっぱい花びらを広げる健気な姿は、見ている人に力を与えてくれる気がしました。

おうちでうんなんフォトコンテスト2020おうちでうんなんフォトコンテスト2020

 山根　淳市 さん 
雲南市　入間花田植え

彼女たちの笑顔がとても素敵でした。

 阿川　雄一 さん 
雲南市　掛合町

龍頭が滝へ向かう階段と大木が綺麗で低いアングルか

ら撮りました。
 morichibi さん 
飯南町　きらく食堂

岡持がとてもレトロ！ラーメン・おでんが有名ですが、

私はふっくらパラパラオムライス！

 Jun Matsumoto さん 
飯南町　大万木山

思っていたほどきつくなく、風景も素晴らしくてとても楽

しくハイキングすることができました。

 まゆみ さん 
奥出雲町　自宅

裏山で掘ったタケノコです。皮を剥いでみ

たら、なんとハート型でびっくりしました。

　　　　受 賞
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